
Ｋ断層に論点を絞った審査の結果
原⼦⼒規制委員会による審査の結果、活動性が明確な証拠により否定できていない、D-1トレンチから
南方に連続する可能性が否定できていない、結果として新規制基準に適合していると認められないと判断
されました。



審査書の主な記載当社の主な評価

• ③層、⑤層は静穏な環境下で堆積したとはいえない。トレンチ内で全体的に分布していない。③層の細
分化した各地層の分布は局所的で、整然と成層する地層ではない。

•⑤層上部の堆積年代の評価は妥当（火山灰:約9.5万年前、OSL年代測定:109±3ka）。
• ⑤層下部の美浜テフラ等は極微量で、明確な降灰層準が認められない。再堆積した可能性があり、約
12万～13万年前よりも新しい年代の地層である可能性がある。

• ③層の堆積年代は、原電道路ピットでのOSL 年代測定（133.2±8.9kaより古い）の結果から、誤差
を含めると、約12万～13万年前の時代に堆積した地層とも考えられる。

• Ｋ断層は、変位は③層中のk層の下位の地層中でせん滅している※ことから、k層を上載地層として活動
性を評価できない。

• ⑤層の火山灰・花粉分析、光ルミネッセンス
(OSL)分析結果、③層上部のOSL年代
測定の結果等から、③層は12～13万年
前より古い。

• 北西法面の③層中のj層にあるＫ断層はk
層には達していない。

※ｋ層によってＴ字型に蓋をされていない。
Ｔの縦棒:断層、Ｔの横棒:上載地層

北西法面での活動性評価

北西法面

K断層



ふげん道路ピット

原電道路ピット

島状頂盤部

原電道路ピット及びふげん道路ピットでの活動性評価
審査書の主な記載当社の主な評価

• K断層は、上方に向かって断続的に出現するという特徴があり、一度途切れたK断層が、D3
層かそれより更に上位の地層で再び現れていた可能性があるが、原電道路ピット及びふげ
ん道路ピットの上の地層は既に除去され、現状では上位の地層における変位・変形の有無
が確認できないため、K断層の活動性を評価することができない。

• 原電道路ピット及びふげん道路ピットの③層中のC3層
にあるＫ断層はD3層の下で止まっている（D3層は下
位のC層とは明瞭な不整合関係で接している）※。

※D3層によってＴ字型に蓋をされている。
（不整合関係:地層の境界に凹凸が認められる。）

Ｔの縦棒:断層 Ｔの横棒:上載地層

K断層



K断層の南方への連続性評価（破砕部性状の比較）
審査書の主な記載当社の主な評価

• 破砕部の性状の類似性については、一部の評価項目は、その評価が安全側に行われているとはいえない。
-断層岩区分の識別基準が定性的で、明確に評価できていることを確認できない。地質観察による評価
の不確かさが大きい。

-一部のK断層では東傾斜の正断層となっており、そのことを考慮する必要があるが、なされていないので、
評価が安全側に行われているとはいえない。

-最新活動ゾーンの変位センスが適切に認定できていることが確認できず、その地質観察による評価の不
確かさが大きい。

• 連続性評価基準に基づく評価は、1つの評価項目の性状の違いがあれば、他の多くの評価項目が類似して
いても連続しない破砕部と判断されるなど、評価が安全側に行われているとはいえない。

• Ｋ断層の南方への連続性について、D-1
トレンチ南方の14孔のボーリングで確認し
たすべての破砕部（計133箇所）につ
いて、走向・傾斜、性状（断層ガウジ・
断層角礫の有無、明瞭なせん断構造・
変形構造の有無、条線、変位センス）を
確認し、K断層の性状とは類似していな
いことから、Ｋ断層と連続しないことを確
認した。

＜原電の連続性評価基準に基づく結果(例:K断層に一番近いボーリング孔)＞

・上表で色ハッチングあるいは色囲みの箇所は、
K断層の性状と類似と評価（左側から順に着色）

K断層

K断層と異なる
性状:正断層

K断層との
連続性検討結果

有 有 高角度



K断層の南方への連続性評価（鉱物脈法の適用）

鉱物脈法
・鉱物脈とは、熱水が通ったことにより生成され、冷え
て固まった鉱物の脈のことをいう。
・最新の熱水活動時期は、敦賀半島地域では、約
2,000万年前より前である（文献や当社データによ
る）。
・破砕部の最新活動面において鉱物脈にズレが生じ
ているかどうかを見ることで、破砕部の最後の活動
時期を確認できる。

審査書の主な記載当社の評価

• 鉱物脈が後期更新世以前の古い時代に熱水変質作用により生成したもので
あることが確認できないことなどから、最新活動時期が評価できず、連続性の評
価に用いることはできない。

• 以下のことから、いずれについても最新活動面と鉱物脈との切り合い関係が明
確でない。

-検討対象としている破砕部全てについて、最新活動面が極めて不明瞭である。
-鉱物脈と評価している部分について鉱物脈の存在自体が認識できない試料
がある。

• Ｋ断層の南方の破砕部のうち、K断層に最も近いH24-D1-1孔で
認められた破砕部のうち、連続性評価基準（起点破砕部から走
向・傾斜±20°の範囲）にある破砕部（7破砕部）について薄片
資料を作成し、鉱物脈法を適用して活動性を検討。
いずれの破砕部も後期更新世以前の熱水活動により生成した粘土
鉱物が最新活動面を横断していることを確認。すなわち、これら破砕
部は後期更新世以降は活動しておらず、Ｋ断層と最新活動時期が
異なることを確認した。


